
 
                      

 

 

 
 

 

 
 

 
 
 

 

 

 
 
 

 

 
和歌山市立藤戸台小学校 

 

など様々な肩書きをお持ちの岩崎順子さんを講師として教育講演会を行いました。事前
申込は少なかったのですが、当日申込の方が多く 70 人を超える方が参加してください
ました。教育講演会では、「ほっとする場所、どこですか？ほっとする人、誰です
か？」の演題で、岩崎さんの家族が経験した「命」や「死」に関わることをお話しいた
だきました。岩崎さんのお話から、家族のあり方や子供との関わり方、子育てなど、た
くさんのことについて学ぶことができました。 
 お忙しい中、学校開放や土曜参観、教育講演会に参加いただきました保護者、ご家族
の皆様、本当にありがとうございました。 
【世界津波の日】 
 11 月 5 日（水）は世界津波の日で、全国で大地 
震を想定した避難訓練が行われました。本校でも、 
和歌山市の緊急地震速報に合わせて、初期対応（机の 
下に入る）から始めました。ゆれがおさまったら一次 
避難に移ります。今回高学年は、子供達が先頭を歩き、 
教師は最後尾で逃げ遅れている子、けがをしている子 
の対応を想定しました。子供達が安全な避難経路を考 
                    え、集団で避難するという方法をとること

で、避難に対する意識が高まり、より自分事
となったのではないかと思います。 

                     全体として、静かに真剣に避難できてよ
かったと思います。 

大規模地震が発生しないことを願いたい
です。 

【6 年こころの劇場】 
 和歌山市教育委員会の取組として、毎年市内の 6 
年生は劇団四季のミュージカルを鑑賞させていただ 
いております。今回は「カモメに飛ぶことを教えた 
猫」を観ました。さすがは劇団四季ですね。すばら 
しい公演でした。やはり、実際に本物を観ることは 
大切ですね。コロナ禍でオンラインが普及しましたが、本物の良さを改めて感じました。 
学校の行事や授業でも、本物に触れる機会を増やすことができればと思います。 
【お知らせ】 
◎12 月 13 日（土）午前 9 時から本校体育館や運動場で、育友会主催の「第 1 回

FUJITODAI FESTIVAL」が開催されます。バザー・餅つき体験・ふるまい餅・パフ
ォーマンス・お菓子まき とたくさんの催し物があります。参加申込は終わっていま
すが、当日参加もできるそうですので、ぜひご参加ください。 

 
12 月も保護者の皆様のご支援とご協力をよろしくお願いいたします 

   令和７年 12 月１日 学校長 辻 本 和 孝 

2 学期最後の 1 ヵ月！ 
2025 年と 2 学期のまとめの時期です！ 

師走となりました。藤戸台小学校保護者の皆様におかれましては、日
頃より、本校の教育活動にご支援とご協力を賜りまして、誠にありがと
うございます。 

さて、今年も残り１ヵ月となり、２学期の終わりも見えてきました。
学校でも、学期末という雰囲気が出始め、まとめのテストや活動の仕上げを計画してい
る学年や学級を見かけるようになりました。12 月は、学年や学校の行事は少ないです
が、5 年生の森林体験と 6 年生の修学旅行が残っています。特に、6 年生の修学旅行
は、小学校 6 年間で一番の思い出として挙げられる行事ではないかと思いますので、
６年生の皆さんは楽しみにしていることと思います。病気やケガの予防をしっかりと行
い、修学旅行に参加してほしいと思います。また、12 月は 2 学期のまとめの時期です
し、2025 年の締めくくりの時期でもあります。2 学期を振り返り 3 学期に生かした
り、2025 年を振り返り 2026 年に生かしたりと、次につなげる大切な時期ですの
で、元気に登校できるよう健康管理には気をつけてほしいと思います。現在、和歌山市
内の小中学校ではインフルエンザが流行っており、学級閉鎖や学年閉鎖をしている学校
もあるようです。本校は一足早く 10 月下旬に学級閉鎖や学年閉鎖を行いましたが、油
断してはいられませんので、換気、手洗い、必要に応じてマスク着用などの感染予防対
策を呼びかけています。ご家庭におかれましても、お子様の体調管理には気をつけてい
ただきますよう、よろしくお願いいたします。 
【学校開放週間】＆【教育講演会】 
 和歌山県では 11 月を「きのくに学び月間」として、県民の一人一人が「学び」や
「教育」の大切さを考えるために、和歌山県内の幼稚園（幼保連携型認定こども園を含
む。）・小学校・中学校・義務教育学校・高等学校・特別支援学校で、授業や学校行事
等さまざまな取組を公開することとしています。それを受けて、本校では 1１月４日
（火）から 11 月 15 日（土）までを学校開放週間とし、14 日（金）までの 9 日は全
ての学級の全ての授業を公開しました。低学年 
を中心に、毎日のように保護者や地域の方が来 
校され、延べ 300 人以上の方に参観いただき 
ました。最終日の 15 日（土）は、土曜参観を 
実施し、各学級で人権に関わる授業を行いまし 
た。参観後には「いのちの講演家」「公益財団 
法人 和歌山県人権啓発センター登録講師」 
「一般社団法人 京都グリーフケア協会講師」 

 


